



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































國士館が学生に期待するところの「主義方針」は、 「自由」 「自修」 「自活」
　　　








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































そこで又讀書す 。實行する。考へる。之 晝も夜も、 遊ぶ時も、 働く時も、 常に怠らずに繰り返す。
　
根氣よく勤め抜けば、自分位の
資ウマレツキ
質
なら、も一度生れて來ないでも結構、自分としては、遺憾の
少ない人生を働き通して居ると云ふ信念、安心が自然と湧いて、人を咎めず、天を恨まず、誠意の智者、勤勞の勇者と爲り、殉國の活精神が躍動して來る。　　　
＊１
　
國士館の主義
　
大正一五年一一月四日に発行された柴田德次郎述『國士舘と教育』に収載され
　　　
ている。國士館は前年、中學校令にもとづき中學校を設置したのに続き、この年、學校令にもとづ
　　　
く夜間の商業學校を開設、一一月には創立十周年の記念祝典を迎えていた。同書は、これにあわせ
　　　
て刊行されたものである。
